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火星の風景はかつて雪景色だった 

 

 アメリカのブラウン大学の研究者らはかつて火

星は雪景色だったのかもしれない、と発表しまし

た。火星にかつて水が流れていたことは今では疑

う余地のないことですが、この水が地面から湧き

出たものなのか、上空からの降水に由来するのか

についてはよくわかっていませんでした。 

 そこで、火星の山やクレーターの縁などの特に

標高が高い 4 カ所を対象に、火星の大気における

風の循環や降水パターンをコンピューターシミュ

レーションしました。その結果、かつての火星で

は、湿気を含んだ風が山の斜面に吹き付けること

によって生じる雪や雨が発生していたらしく、特

に、クレーターの縁などの標高の高い地点におい

ては降水量が多くなる傾向があったようです。 

 

 火星の表面には水が流れた跡が多くの谷として

刻まれていますが、これらの谷はクレーターに接

続するように降水量が特に多かった地域に集中し

ているため、地中から湧き出した水が谷を刻んだ

のではなく、気象現象によって大量に降った雨や

雪が流れた跡が谷となったらしいと言うのです。  

 では、火星に降ったのは雨だったのか、雪だっ

たのかという点ですが、はるか昔の火星の大気組

成の推定ではかつての火星は現在同様気温が低く、

少なくとも雨が降るほど暖かくはなかったようで

す。けれど、この点については気温を推定するた

めに必要なデータの中にはよくわかっていない因

子も多く、雨が降るほどの気温だったという説も

根強くあります。また、ブラウン大学の火星に雪

が降っていたという説についても,雪が解けて谷

を刻むメカニズムがはっきりしていません。流氷

が山肌を削って谷を形成した可能性は十分にあり

ますが、想像の域を出ません。さらに詳細な解析

を行って暖かい季節にだけ雨目が振った可能性、

隕石落下で雪が解ける可能性、などの検討が行わ

れる予定です。 

 

 

天の川銀河の中心ブラックホール、ただいまガス

雲が接近通過中 

 

 天の川銀河の中心にも巨大ブラックホールがあ

りますが、これは非常におとなしいブラックホー

ルです。ブラックホールの活動はブラックホール

が周辺の天体やチリなどを飲み込むときに吸い込

まれるものが加熱されて放出する莫大なエネルギ
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ーがその実体です。天の川銀河の中心付近はスカ

スカのため、ブラックホールに落ち込む物がない

ため活動が静かであるように見えています。とこ

ろが最近そこに少し変化が現れています。 

というのは、天の川銀河中心のブラックホール

のそばを小さなガス雲が通過しようとしているの

です。この様子を南米チリ・パラナル天文台の超

大型望遠鏡（VLT）が初めてとらえました。 

天の川銀河の中心ブラックホールは太陽の 400

万倍の質量がありますが、G2 と名付けられたガス

雲は地球数個分の質量で、ブラックホールにもっ

とも近いところではおよそ 250 億 km（太陽～海王

星の距離のおよそ 5 倍）まで接近しています。こ

の距離はブラックホールに飲み込まれるか、巨大

な重力で変形されながらも無事通過できるか、ぎ

りぎりの距離だと言うことです。 

 

 すでにガス雲は 1600 億 km もの長さにまで引き

伸ばされていて、先頭部分はブラックホールに最

も近い場所を通過して時速 1000 万 km 以上のスピ

ードでブラックホールから遠ざかっています。一

方で、ガス雲のしっぽの方はブラックホールに向

かって現在も接近中です。通過終了は 1 年後くら

いの予定です。このガス雲がどうやってできてど

こからやってきたのかはわかっていません。 

今回のブラックホールへの接近通過を観測するこ

とで、今まで詳しくわかっていなかったブラック

ホールの周辺環境、強い重力による効果などにつ

いて新たなことがわかってくると期待されていま

す。 

 

 

ちょきりこきりヴォイニッチ 

今日使える科学の小ネタ 

 

▼無い記憶を作り出すことに成功  

 

脳を刺激して実際と違う誤った記憶（過誤記憶）

を作り出すことにノーベル賞受賞者の利根川進・

米マサチューセッツ工科大教授と理化学研究所の

チームがマウスを使って世界で初めて成功しまし

た。人の記憶違いや妄想のメカニズムの解明につ

ながるかもしれません。 

 今回の実験は遺伝子操作で脳細胞に光を当てる

と細胞が活性化し、直前の記憶を再生するように

したマウスで行い、マウスの嫌いな電気刺激と記

憶の強制的な再生による記憶の混乱を観察する方

法で確認されました。 

 

 

▼夜型」体質、皮膚細胞でわかる簡単手法を発見  

 

 国立精神・神経医療研究センターなどの研究チ

ームが早起きが苦手な「夜型」の体質かどうかを、

皮膚の細胞で簡単に調べる手法を見つけました。 

人間の体内時計はほぼ 24時間周期ですが、個人差

によって周期が長いと寝る時間が遅くなって夜型

の生活になると思われています。皮膚などの細胞

で周期を刻む「Ｂｍａｌ（ビーマル）１」という

遺伝子の活性化周期を調べたところ、その人の朝

方夜型と一致したと言うことです。 
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▼満月の夜、ヒトは睡眠不足になる 

 

スイス、バーゼル大学の研究によると、人間の

睡眠パターンは月の満ち欠けに呼応していて満月

の夜には深い眠りをもたらす前脳基部の活性化度

が 30％低下し、平均 20 分間睡眠時間が短くなり、

眠りに落ちるまでの時間も 5 分延長されたと言う

ことです。ホルモンの分析では睡眠と覚醒のサイ

クルを調節するメラトニンが低下し、多くの人が

睡眠不足と感じるということです。 

 理由はよくわかりませんが、初期の人類は、満

月の夜には捕食動物に襲われる可能性が高いので

浅い眠りを心がけていた可能性があり、その名残

ではないか、などという説もあります。 

 ただし、人間が満月をどのようにして感じ取っ

ているのかについては全く解明されていません。 

 


